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令和６年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

010 
提案機関名 湘南農業協同組合 

要望問題名 神奈川県育成イチゴ品種「かなこまち」の栽培安定技術の確立について 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

当ＪＡ管内では施設イチゴが多く栽培されている。神奈川県育成のイチゴ品種「かなこまち」については、

糖度が高く、多収で果実の硬度もあることから、生産者の注目を集め、導入が始まっているところである。し

かし、一部の生産者から、「章姫」の様に果長が長く柔らかい、糖度・酸度が果実によりバラツキが大きい、

糖度を乗せるため完熟にすると収量が上がらない等の声が出ている。 

そこで、「かなこまち」の本来の特性が発揮できるような、栽培方法の確立について検討願いたい。 

 

 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

 

  

回答機関名 農業技術センター 担当部所 生産技術部 

対応区分 ①実施    ②実施中    ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

Ⅱ２ (1) 主要作物の高品質・安定生産技術の開発 

イ イチゴ‘かなこまち’の安定生産技術・環境制御技術の開発 

対応の内容等 

「かなこまち」は、長円錐形の果形で糖酸度のバランスのよい品種ですが、栽培条件によってはご指摘のよ

うな問題が発生すると認識しています。当所では、土耕栽培における栽植密度、育苗期間、細長果（仮称）の

発生条件等に関する試験、高設栽培における栽植密度や環境制御等に関する試験を実施します。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


